日蓮宗寺院にみられる「聖人」「上人」号に関する研究 by 木村 中一
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
木
村
中
一
、
は
じ
め
に
日
本
仏
教
に
お
い
て
、
僧
侶
に
対
し
様
々
な
尊
称
や
敬
称
を
用
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
奈
良
・
平
安
時
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
少
し
く
そ
の
例
を
挙
げ
る
と
「
菩
薩
」
・
「
大
師
」
・
「
一
一
一
蔵
」
・
「
阿
闇
梨
」
・
「
僧
正
」
・
「
僧
都
」
・
「
律
師
」
・
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
・
「
和
尚
」
・
「
方
丈
」
・
「
大
徳
」
・
「
法
師
」
・
「
入
道
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
あ
る
も
の
は
僧
侶
の
修
行
過
程
に
お
い
て
「
授
与
（
付
与
こ
さ
れ
る
号
や
、
朝
廷
な
ど
よ
り
下
賜
さ
れ
る
「
誼
号
」
に
あ
た
る
も
の
、
ま
た
あ
る
も
の
は
僧
侶
の
「
僧
階
」
や
「
僧
位
」
に
由
来
す
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
地
域
や
宗
派
門
流
に
よ
っ
て
も
使
用
法
や
意
味
・
意
義
が
異
な
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
管
見
な
が
ら
筆
者
が
、
日
本
仏
教
各
宗
派
の
開
祖
や
門
祖
、
ま
た
諸
宗
を
代
表
す
る
よ
う
な
高
僧
に
付
さ
れ
る
尊
称
・
敬
称
を
確
認
す
る
と
、
多
く
の
場
合
に
「
上
人
」
号
、
も
し
く
は
「
聖
人
」
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
本
論
に
お
い
て
中
心
的
に
考
察
す
る
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
も
僧
侶
・
出
家
者
の
尊
称
は
「
上
人
」
、
も
し
く
は
「
聖
人
」
で
あ
る
。
本
論
は
、
僧
侶
の
尊
称
の
中
で
も
上
記
の
二
種
の
尊
称
が
ど
の
よ
う
な
思
想
背
景
を
持
ち
、
現
在
の
日
本
仏
教
各
宗
派
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
特
に
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
と
い
う
僧
侶
の
尊
称
の
使
用
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
二
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
「
上
人
」
「
聖
人
」
号
（
l
）
 
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
号
に
つ
い
て
の
論
考
は
意
外
に
も
多
く
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
も
先
の
「
日
本
仏
教
各
宗
派
の
開
祖
や
門
祖
、
ま
た
諸
宗
を
代
表
す
る
よ
う
な
高
僧
に
付
さ
れ
る
尊
称
・
敬
称
の
多
く
は
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
一
つ
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
み
る
と
、
ま
ず
「
上
人
」
は
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
十
七
堅
固
品
第
五
十
六
に
お
い
て
、
併
告
須
菩
提
。
若
菩
薩
摩
詞
薩
、
一
心
行
阿
蒋
多
羅
三
親
三
菩
提
、
心
不
散
乱
、
是
名
上
人
。
と
あ
り
、
ま
た
『
増
一
阿
含
経
」
巻
第
三
十
九
馬
血
天
子
品
第
四
十
三
之
一
Jrお
い
て
は
、
世
尊
告
目
。
今
正
是
時
、
宜
時
悔
過
、
無
令
有
失
。
夫
人
慮
世
、
有
過
能
自
改
者
、
斯
名
上
人
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
諸
経
典
に
お
い
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
「
上
人
」
と
は
、
「
一
心
に
正
し
い
知
識
や
見
解
を
持
ち
、
心
乱
（
4）
 
れ
る
こ
と
な
く
、
各
あ
れ
ば
自
ら
こ
れ
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
『
懇
氏
要
覧
』
に
は
「
上
人
」
に
つ
い
て
先
の
『
摩
－
詞
般
若
波
羅
蜜
経
」
や
『
増
一
阿
含
控
』
な
ど
の
丈
を
引
き
つ
つ
、
ヲ
ル
セ
ヲ
ク
ト
ニ
レ
上
人
〈
摩
詞
般
若
鰹
云
。
何
名
一
一
上
／
人
一
例
言
若
菩
薩
一
心
行
一
一
〉
／
〈
阿
縛
菩
提
一
心
不
二
散
乱
一
。
是
名
一
一
上
人
一
O
増
一
経
云
。
夫
ノ
ス
ル
ニ
レ
ハ
モ
ノ
ク
ル
ヲ
ル
ト
ニ
人
庭
／
世
有
レ
過
能
自
改
者
。
名
二
上
人
一
O
十
諦
律
云
。
有
一
面
種
寸
一
色
〉
／
〈
人
。
二
濁
人
。
三
中
間
人
。
四
上
人
O
律
鋲
沙
王
呼
一
例
弟
子
一
／
為
二
上
人
一
O
古
師
云
。
内
有
一
一
智
徳
↓
外
有
一
一
勝
行
↓
在
一
一
人
上
↓
名
一
一
〉
／
〈
上
／
人
一
〉
「
〈
〉
内
は
二
行
割
り
を
、
ま
た
／
は
改
行
を
示
す
。
共
に
筆
者
が
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
「
上
人
」
と
は
、
「
勝
上
の
者
」
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
視
点
を
日
本
に
あ
て
る
と
、
日
本
仏
教
史
上
に
お
い
て
「
上
人
」
と
は
、
仏
教
の
修
行
者
に
対
す
る
敬
称
の
『
故
事
類
苑
」
宗
教
部
一
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
律
令
体
制
下
に
お
い
て
は
僧
侶
を
管
理
す
る
「
僧
綱
」
に
対
す
る
も
一
種
と
さ
れ
な
が
ら
、
の
と
し
て
、
清
和
天
皇
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
僧
位
を
制
定
し
た
時
に
「
法
印
大
和
尚
位
」
・
「
法
眼
和
尚
位
」
・
「
法
橋
上
人
位
」
の
三
階
を
僧
網
に
て
定
め
、
そ
の
中
「
法
橋
上
人
位
」
は
律
師
相
当
官
で
従
五
位
相
当
の
待
遇
を
得
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
「
上
人
」
は
僧
の
官
制
上
に
お
け
る
呼
称
で
あ
り
「
公
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
が
、
後
に
は
民
間
の
僧
侶
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
に
記
す
「
聖
人
」
と
の
優
劣
の
判
別
は
困
難
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
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次
に
「
聖
人
」
の
語
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
先
と
同
様
に
諸
経
典
に
そ
れ
を
み
る
と
『
大
般
浬
繋
控
』
聖
行
品
第
十
九
之
一
に
は
、
善
男
子
、
云
何
名
為
聖
行
。
聖
行
者
、
例
及
普
薩
之
所
行
故
、
故
名
聖
行
。
以
何
等
故
、
名
悌
菩
薩
為
聖
人
耶
。
如
是
等
人
有
聖
法
故
、
常
観
諸
法
性
空
寂
故
、
以
是
義
故
、
故
名
聖
人
。
有
聖
戒
故
、
復
名
聖
人
。
有
聖
定
慧
故
、
故
名
聖
人
。
有
七
聖
財
、
所
謂
信
・
戒
・
慨
・
惚
・
多
聞
、
智
慧
、
捨
離
、
故
名
聖
人
。
有
七
聖
先
故
、
故
名
聖
人
。
以
是
義
故
、
復
名
聖
行
。
（
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と
あ
り
、
ま
た
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
は
、
例
告
慧
命
須
菩
提
。
須
菩
提
、
於
意
云
何
。
加
来
得
阿
蒋
多
羅
三
親
三
菩
提
耶
。
如
来
有
所
説
法
耶
。
須
菩
提
言
。
如
我
解
併
所
説
義
、
無
有
定
法
如
来
得
阿
縛
多
羅
三
窺
三
菩
提
、
亦
無
有
定
法
如
来
可
説
。
何
以
故
、
如
来
所
説
法
、
皆
不
可
取
不
可
説
、
非
法
非
非
法
。
何
以
故
。
一
切
聖
人
、
皆
以
無
為
法
得
名
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
を
引
い
て
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
で
は
「
聖
人
」
に
つ
い
て
、
「
即
ち
聖
智
を
誼
得
せ
る
見
道
以
上
の
（
8
）
（
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人
を
云
う
」
と
し
て
い
る
。
天
台
大
師
智
顛
の
『
法
華
玄
義
』
を
み
る
と
、
巻
第
四
下
に
お
い
て
、
七
聖
位
者
、
て
随
信
行
。
二
、
随
法
行
。
三
、
信
解
。
四
、
見
得
。
五
、
身
誼
。
六
、
時
解
脱
羅
漢
。
七
、
不
時
解
脱
羅
漢
。
通
名
聖
者
、
正
也
。
苦
忍
明
輩
、
捨
凡
性
、
入
聖
性
。
真
智
見
理
、
故
名
聖
人
。
と
記
さ
れ
、
七
聖
位
と
い
う
段
階
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
「
聖
」
が
「
正
道
」
に
通
じ
、
こ
の
「
正
道
」
を
究
め
つ
つ
あ
る
者
を
「
聖
者
」
も
し
く
は
「
聖
人
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
日
本
仏
教
史
上
に
お
い
て
「
聖
人
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
聖
者
」
・
「
聖
人
」
、
ま
た
単
に
「
聖
」
と
も
称
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
厳
密
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
IZ!J 
に
い
う
と
各
宗
派
や
各
門
流
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
合
い
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
『
考
信
録
」
巻
三
に
は
、
吉
水
大
谷
ノ
二
師
ヲ
聖
人
ト
稽
シ
、
知
信
師
以
下
ヲ
上
人
ト
稿
ス
ル
事
、
通
例
ナ
レ
ト
モ
、
必
シ
モ
局
ル
ニ
非
ス
。
祖
俸
等
ノ
中
ニ
、
元
祖
吾
祖
ヲ
モ
上
人
ト
稿
セ
シ
例
数
多
ナ
リ
シ
モ
、
華
文
ノ
格
ニ
効
ハ
ハ
、
上
人
ト
稀
ス
ヘ
シ
。
但
シ
、
華
文
ニ
モ
格
別
ノ
尊
（
ω） 
崇
ヨ
リ
、
聖
者
ノ
義
ニ
テ
、
聖
人
ト
稽
セ
シ
コ
ト
ア
レ
ト
モ
、
至
テ
希
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
具
ニ
ハ
別
ニ
鰭
セ
リ
と
あ
り
、
法
然
と
親
刷
局
を
「
聖
人
」
と
称
し
て
、
親
鷲
の
孫
で
あ
る
如
信
以
下
は
「
上
人
」
と
称
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
法
然
・
親
驚
が
「
上
人
」
と
称
さ
れ
て
い
た
事
例
も
数
多
く
あ
る
と
し
て
い
る
。
少
例
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
よ
り
「
上
人
」
と
共
に
仏
教
の
修
行
者
に
対
す
る
敬
称
の
一
種
と
し
て
、
「
聖
人
」
は
有
徳
の
高
僧
を
指
し
、
こ
れ
よ
り
両
者
と
も
同
意
義
で
使
用
、
ま
た
邦
音
が
同
じ
事
よ
り
常
に
混
同
さ
れ
て
い
た
と
い
え
、
こ
れ
は
多
く
の
辞
典
や
著
書
・
論
考
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
三
、
日
蓮
の
「
上
人
」
「
聖
人
」
観
・
日
蓮
遺
文
か
ら
み
る
「
聖
入
」
と
は
き
て
、
今
回
中
心
的
に
考
察
す
る
日
蓮
宗
の
宗
祖
で
あ
る
日
蓮
は
、
こ
の
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
だ
（
U）
（
ロ
）
ろ
う
か
。
日
蓮
の
記
し
た
、
所
謂
「
日
蓮
遺
文
」
の
文
言
に
そ
れ
ら
を
た
ず
ね
る
と
、
多
く
の
遺
文
に
「
聖
人
」
の
語
を
み
る
こ
と
が
で
（
沼
）
き
る
。
先
ず
『
立
正
安
国
論
』
に
は
、
明
王
国
天
地
而
成
化
、
聖
人
察
理
非
而
治
世
。
世
上
之
僧
侶
者
天
下
之
所
帰
也
。
と
あ
り
、
賢
明
な
王
と
い
う
は
天
地
を
貫
く
道
理
に
し
た
が
っ
て
万
民
を
導
き
、
聖
な
る
者
は
正
し
い
こ
と
と
間
違
っ
て
い
る
こ
と
と
の
道
理
を
わ
き
ま
え
て
世
を
治
め
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
お
い
て
の
「
聖
人
」
と
は
、
智
徳
が
優
れ
、
道
理
を
わ
き
ま
え
た
人
物
と
し
｛
M）
 
て
い
る
。
こ
の
用
例
は
『
聖
密
房
御
香
』
の、
上
の
問
答
等
は
当
時
は
世
す
え
に
な
り
て
、
人
の
智
浅
慢
心
高
ゆ
へ
に
、
用
る
事
は
な
く
と
も
、
聖
人
・
賢
人
な
ん
ど
も
出
た
ら
ん
時
は
子
細
も
や
あ
ら
ん
ず
ら
ん
。
不
便
に
を
も
ひ
ま
い
ら
す
れ
ば
目
安
に
注
せ
り
。
御
ひ
ま
に
は
な
ら
は
せ
給
べ
し
。
（日）
ゃ
、
『
四
保
金
吾
殿
御
返
事
』
の
文
言
の
、
天
台
の
座
主
明
雲
と
申
せ
し
人
は
第
五
十
代
の
座
主
也
。
去
安
元
二
年
五
月
に
院
勘
を
か
ほ
り
て
伊
豆
国
へ
配
流
。
山
僧
大
津
よ
り
う
ば
い
か
へ
す
。
し
か
れ
ど
も
又
か
へ
り
て
座
主
と
な
り
ぬ
。
又
す
、
ぎ
に
し
寿
永
二
年
十
一
月
に
義
仲
に
か
ら
め
と
ら
れ
し
上
、
頚
う
ち
き
ら
れ
ぬ
。
是
は
な
が
さ
れ
頚
き
ら
る
る
を
と
が
（
失
）
と
は
申
さ
ず
。
賢
人
聖
人
も
か
〉
る
事
候
。
な
ど
か
ら
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
日
蓮
遺
文
に
は
、
「
仏
道
修
行
の
す
ぐ
れ
た
者
に
対
し
て
も
「
聖
人
」
や
「
賢
人
」
と
称
す
る
」
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
用
例
は
（凶）
『
日
妙
聖
人
御
堂
目
」
の
、
然
に
玄
英
は
西
天
に
法
を
求
て
十
七
年
、
十
万
里
に
い
た
れ
り
。
伝
教
御
入
唐
但
二
年
な
り
、
波
淳
三
千
里
を
へ
だ
て
た
り
。
此
等
は
男
子
な
り
。
上
古
な
り
。
賢
人
な
り
、
聖
人
な
り
。
の
文
言
、
つ
ま
り
「
過
去
、
中
国
の
玄
英
三
蔵
が
天
竺
一
に
仏
法
を
求
め
て
十
七
年
、
そ
の
距
離
は
十
万
里
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
日
本
に
は
伝
教
大
師
が
入
唐
し
仏
教
研
績
を
な
し
た
が
、
そ
の
期
間
は
わ
ず
か
一
一
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
距
離
は
三
千
里
の
波
譲
を
分
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
な
し
得
た
の
は
皆
男
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
時
は
ま
さ
に
像
法
期
に
あ
た
る
上
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
賢
人
」
・
「
聖
人
」
と
周
囲
か
ら
讃
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
」
の
記
述
よ
り
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
特
に
（げ）
『
事
理
供
養
御
書
』
に
は
、
帰
命
と
申
は
我
が
命
を
仏
に
奉
と
申
事
な
り
。
我
が
身
に
は
分
に
随
て
妻
子
・
春
属
・
所
領
・
金
銀
等
も
て
る
人
々
も
あ
り
、
又
財
な
き
人
々
も
あ
り
。
財
あ
る
も
財
な
き
も
、
命
と
申
財
に
す
ぎ
て
候
財
は
候
は
ず
。
き
れ
ば
い
に
し
へ
の
聖
人
賢
人
と
申
は
、
命
を
仏
に
ま
い
ら
せ
て
仏
に
は
な
り
候
な
り
。
い
わ
ゆ
る
雪
山
童
子
と
申
せ
し
人
は
、
身
を
鬼
に
ま
か
せ
て
八
字
を
な
ら
へ
り
。
薬
王
菩
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
豆王
薩
と
申
せ
し
人
は
、
管
を
や
い
て
法
華
経
に
奉
る
。
我
朝
に
も
聖
徳
太
子
と
申
せ
し
人
は
、
手
の
か
わ
を
は
い
で
法
華
経
を
か
き
奉
り
、
天
智
天
皇
と
申
せ
し
国
王
は
、
無
名
指
と
申
ゆ
び
を
た
い
て
釈
迦
仏
に
奉
る
。
此
等
は
賢
人
聖
人
の
事
な
れ
ば
我
等
は
叶
が
た
き
事
に
て
候
。
と
あ
り
、
「
自
ら
の
分
相
応
の
妻
子
・
巻
属
・
所
領
・
金
銀
等
を
も
て
る
人
々
も
あ
る
が
、
財
な
き
人
々
も
あ
る
。
財
あ
る
も
財
な
き
も
、
命
と
い
う
財
を
越
え
る
財
は
な
い
。
き
れ
ば
、
古
来
の
聖
人
・
賢
人
と
い
う
人
は
、
命
を
仏
に
捧
げ
て
仏
と
な
っ
て
い
っ
た
と
し
て
、
仏
法
を
求
め
る
た
め
に
捨
身
供
養
し
た
雪
山
童
子
・
薬
王
菩
薩
・
聖
徳
太
子
・
天
智
天
皇
な
ど
が
聖
人
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
に
（
問
）
該
当
す
る
者
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
（
川
口
）
続
け
て
、
「
立
正
安
国
論
』
に
は
、
夫
出
家
而
入
道
者
依
法
而
期
仏
也
。
而
今
神
術
不
協
仏
威
無
験
。
具
現
当
世
之
体
愚
発
後
生
之
疑
。
然
則
仰
円
覆
而
呑
恨
、
傭
方
載
而
深
慮
。
情
傾
微
菅
柳
披
経
文
、
世
皆
背
正
、
人
悉
帰
邪
。
故
善
神
捨
国
去
、
聖
人
辞
所
而
不
還
。
是
以
魔
来
、
鬼
来
、
災
難
並
起
。
不
可
不
言
不
可
不
恐
。
と
の
文
言
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
「
世
俗
の
恩
を
断
ち
切
り
出
家
し
、
仏
道
に
入
る
理
由
は
仏
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
現
世
の
あ
り
さ
ま
を
考
え
る
に
、
神
仏
へ
の
祈
り
も
か
な
わ
ず
、
そ
の
威
力
も
現
わ
れ
な
い
が
故
に
、
災
難
は
増
長
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
何
の
効
験
も
な
い
。
こ
れ
を
見
る
に
日
蓮
は
天
を
仰
い
で
、
出
家
の
目
的
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
地
に
ひ
れ
伏
し
て
は
深
い
憂
い
と
絶
望
を
感
じ
て
い
る
。
自
ら
の
狭
い
了
見
を
も
っ
て
少
し
く
経
文
を
繕
け
ば
、
打
ち
続
く
天
変
地
天
の
発
生
は
日
本
を
守
護
し
て
い
た
善
神
が
国
を
捨
て
、
善
神
に
付
き
従
っ
て
い
た
聖
人
ら
も
所
を
辞
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
だ
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
け
る
「
聖
人
」
は
「
善
神
と
同
様
に
固
を
守
る
力
を
持
っ
た
人
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
日
蓮
教
団
（
上
代
に
お
い
て
は
門
流
）
の
成
立
よ
り
、
上
記
二
種
の
意
味
を
も
っ
「
聖
人
」
を
「
せ
い
じ
ん
」
と
読
み
、
日
蓮
が
「
せ
い
じ
ん
」
と
「
し
よ
う
に
ん
」
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
・
日
蓮
と
「
聖
人
」
で
は
「
聖
人
」
を
「
し
よ
う
に
ん
」
と
呼
称
す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
使
用
さ
れ
る
の
か
、
先
と
同
様
に
日
蓮
遺
文
に
（初）
た
ず
ね
る
と
『
聖
人
知
三
世
事
』
に
お
い
て
「
聖
人
と
申
は
委
細
知
三
世
云
聖
人
」
と
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
（幻）
き
る
も
の
を
「
聖
人
（
し
よ
う
に
ん
こ
と
い
う
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
は
日
蓮
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
所
謂
正
嘉
大
地
震
、
文
永
長
星
誰
故
。
日
蓮
一
間
浮
提
第
一
聖
人
也
。
と
「
先
の
『
立
正
安
国
論
」
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
き
た
、
「
自
界
叛
逆
難
（
内
乱
こ
と
「
他
国
侵
逼
難
（
外
国
か
ら
の
侵
略
こ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
予
兆
と
し
て
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
大
地
震
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
七
月
五
日
の
、
所
謂
文
永
の
大
茸
星
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
二
難
を
適
中
さ
せ
た
日
蓮
は
一
閤
浮
提
第
一
の
「
聖
人
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（辺）
こ
の
事
は
『
聖
人
知
三
世
事
』
以
前
に
記
さ
れ
た
「
法
門
可
被
申
様
之
事
」
に
も
、
い
ま
だ
顕
ざ
る
後
を
し
る
を
聖
人
と
申
か
。
日
蓮
、
聖
人
の
一
分
に
あ
た
れ
り
。
と
あ
り
、
蒙
古
襲
来
（
他
国
侵
逼
難
）
の
適
中
に
よ
っ
て
未
来
を
予
見
し
、
適
中
さ
せ
た
日
蓮
自
ら
は
「
聖
人
の
一
分
」
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。
日
蓮
の
自
ら
の
位
置
づ
け
（
「
聖
人
」
と
し
て
）
に
つ
い
て
の
論
考
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
も
そ
も
日
蓮
教
学
に
お
い
（幻）
て
そ
の
位
置
づ
け
は
重
要
事
項
で
あ
り
、
先
の
遺
文
の
よ
う
に
「
自
ら
は
聖
人
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
一
方
で
、
「
上
野
殿
御
返
事
」
に
l土
今
、
日
蓮
は
賢
人
に
も
あ
ら
ず
、
ま
し
て
聖
人
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
。
天
下
第
一
の
僻
人
に
て
候
が
、
但
、
経
文
計
に
は
あ
ひ
て
候
や
う
な
れ
ば
、
大
難
来
候
へ
ば
、
父
母
の
い
き
か
へ
ら
せ
給
て
候
よ
り
も
、
に
く
き
も
の
の
こ
と
に
あ
ふ
よ
り
も
う
れ
し
く
候
也
。
と
あ
り
、
「
今
、
日
蓮
は
賢
人
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
聖
人
な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
は
天
下
第
一
の
僻
人
で
あ
っ
て
、
た
だ
法
華
経
に
説
か
れ
る
通
り
に
、
大
難
が
並
び
起
こ
る
と
、
ま
さ
に
父
母
が
生
き
返
る
よ
う
に
、
ま
た
憎
き
者
が
災
難
に
あ
っ
た
よ
う
に
悦
ば
し
く
思
え
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
日
蓮
は
こ
の
遺
文
に
よ
れ
ば
、
「
自
ら
は
賢
人
や
聖
人
で
は
な
い
」
と
し
て
い
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
→＝ 
ノ1
（
刷
出
）
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
で
は
、
末
代
の
法
華
経
の
聖
人
を
ば
何
を
用
て
か
し
る
べ
き
。
経
云
能
説
此
経
能
持
此
経
の
人
、
則
如
来
の
使
な
り
。
八
巻
一
巻
一
品
一
備
の
人
乃
至
題
目
を
唱
る
人
、
加
来
の
使
な
り
。
始
中
終
す
て
ず
し
て
大
難
を
と
を
す
人
、
加
来
の
使
な
り
。
日
蓮
が
心
は
全
く
如
来
の
使
に
は
あ
ら
ず
、
九
夫
な
る
故
也
。
但
三
類
の
大
怨
敵
に
あ
だ
ま
れ
て
、
二
度
の
流
難
に
値
へ
ば
、
如
来
の
御
使
に
似
た
り
。
と
し
て
「
末
代
に
お
け
る
法
華
経
の
聖
人
は
、
何
に
よ
っ
て
如
来
の
使
い
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
華
経
に
は
、
「
よ
く
他
の
者
の
た
め
に
こ
の
経
を
説
き
、
ま
た
自
ら
も
こ
の
経
を
持
つ
人
は
、
如
来
の
使
い
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
が
故
に
、
法
華
経
一
部
八
巻
あ
る
い
は
一
巻
、
一
品
、
一
備
で
も
拝
読
し
、
も
し
く
は
題
目
を
唱
え
る
者
こ
そ
が
如
来
の
使
い
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
ま
で
法
華
経
へ
の
信
仰
を
貫
き
、
ど
の
よ
う
な
大
難
に
遭
っ
た
と
し
て
も
耐
え
忍
ぶ
者
こ
そ
真
の
如
来
の
使
い
な
の
で
あ
る
。
日
蓮
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
如
来
の
使
い
な
ど
に
は
程
遠
い
。
し
か
し
な
が
ら
種
々
の
大
難
や
三
類
の
怨
敵
に
恨
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
知
来
の
御
使
い
の
よ
う
で
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
遺
文
か
ら
は
、
「
日
蓮
自
ら
は
聖
人
や
賢
人
、
ま
た
は
如
来
使
で
は
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
両
書
に
お
け
る
文
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
間
宮
啓
壬
氏
は
同
氏
稿
「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
、
再
々
考
」
の
中
に
お
い
て
、
先
の
二
遺
文
を
引
用
し
て
、
日
蓮
自
身
は
一
方
で
聖
人
等
と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
『
上
野
殿
御
返
事
」
・
『四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
の
文
言
は
「
謙
譲
の
（
お
）
青
山
」
に
よ
る
も
の
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
・
日
蓮
滅
後
の
「
上
人
」
「
聖
人
」
観
の
受
容
（
お
）
こ
れ
ら
の
用
例
よ
り
、
現
在
日
蓮
宗
に
お
い
て
『撰
時
抄
」
な
ど
に
記
さ
れ
る
、
外
典
云
、
未
繭
を
し
る
を
聖
人
と
い
う
。
内
典
云
、
三
世
を
知
を
聖
人
と
い
う
。
の
文
言
よ
り
、
外
典
（特
に
儒
教
）
に
よ
る
「
聖
人
」
を
「
せ
い
じ
ん
」
と
し
、
仏
教
に
お
け
る
「
聖
人
」
を
「
し
よ
う
に
ん
」
と
通
例
｛幻
）
と
し
て
読
む
の
で
あ
る
。
『関
目
抄
』
に
お
い
て
日
蓮
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
対
し
て
も
、
「
仏
世
尊
は
実
語
の
人
。
故
に
聖
人
・
大
人
と
号
」
と
記
し
、
世
間
・
出
世
間
に
わ
た
っ
て
尊
敬
さ
れ
る
釈
迦
牟
尼
仏
は
真
実
の
言
葉
を
語
る
人
で
あ
り
、
ゆ
え
に
聖
人
（
し
よ
う
に
ん
て
も
し
く
は
「
大
い
な
る
人
」
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
以
上
、
「
聖
人
」
に
関
す
る
日
蓮
の
認
識
に
つ
い
て
日
蓮
遺
文
に
記
さ
れ
る
文
言
よ
り
み
て
き
た
。
次
に
「
上
人
」
に
は
ど
の
よ
う
な
（お）
認
識
を
も
っ
て
い
た
か
を
み
て
み
た
い
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
日
蓮
遺
文
中
、
「
上
人
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
多
く
は
「
法
然
上
人
」
や
「
強
仁
上
人
」
な
ど
、
僧
な
ど
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
の
用
例
が
大
多
数
を
占
め
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
自
ら
の
弟
子
檀
越
に
対
し
て
も
「
乗
明
上
人
」
・
「
常
忍
上
人
」
と
、
「
上
人
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
上
人
」
の
み
な
ら
（
m
U）
 
ず
、
同
様
に
弟
子
檀
越
に
対
し
「
聖
人
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
渡
遁
賀
陽
監
修
『全
篇
解
説
日
蓮
聖
人
遺
文
』
「
乗
明
（初）
上
人
御
返
事
」
の
項
に
は
、
聖
人
は
、
「
乗
明
上
人
」
「
乗
明
聖
人
」
「
乗
明
法
師
妙
日
」
と
記
し
た
り
、
上
人
・
聖
人
・
法
師
な
ど
の
称
号
を
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
尊
称
に
は
厳
密
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
日
蓮
は
思
想
的
背
景
と
し
て
「
聖
人
」
に
対
し
て
確
固
た
る
思
想
を
持
ち
な
が
ら
も
、
語
の
使
用
例
と
し
て
は
区
別
を
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
四
、
日
蓮
宗
寺
院
に
み
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
日
蓮
の
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
号
の
使
用
例
の
如
く
、
日
蓮
滅
後
の
日
蓮
教
団
に
お
け
る
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
の
使
用
の
基
準
な
ど
は
、
そ
の
後
に
形
成
さ
れ
る
各
門
流
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
を
み
せ
、
「
聖
人
」
の
意
味
す
る
そ
の
内
容
を
理
解
し
つ
つ
も
、
現
代
に
お
い
て
「
上
人
」
と
「
聖
人
」
と
が
混
用
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
現
代
の
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
、
尊
称
の
使
用
に
つ
い
て
視
点
を
あ
て
る
と
、
日
蓮
に
は
「
聖
人
」
、
そ
の
他
に
は
「
上
人
」
を
付
す
こ
と
が
散
見
さ
れ
、
こ
れ
は
日
蓮
の
直
弟
で
あ
る
「
六
老
僧
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
師
も
日
蓮
に
対
し
て
は
「
聖
人
」
も
し
く
は
「
大
聖
人
」
と
称
し
た
例
が
多
く
、
日
蓮
教
団
中
山
門
流
に
お
い
て
は
憂
茶
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
ブL
Cコ
（辺）
羅
本
尊
に
日
蓮
を
「
法
主
大
聖
人
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
僧
侶
の
尊
称
に
つ
い
て
、
現
在
に
お
い
て
は
、
ほ
ぽ
「
聖
人
」
に
一
定
し
て
い
る
と
管
見
な
が
ら
思
考
す
る
。
（お）
昭
和
二
十
六
年
発
行
の
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』
（
昭
和
版
）
「
法
号
種
別
」
の
項
に
は
出
家
者
の
位
号
に
つ
い
て
、
「
法
師
」
・
「
大
徳
」
・
「
上
人
」
・
「
法
尼
」
・
「
大
法
尼
」
・
「
聖
人
」
・
「
大
聖
人
」
と
七
種
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
・
「
大
聖
人
」
に
つ
い
て
ふ
み
、
「
教
師
級
の
僧
侶
」
「
権
化
の
菩
薩
僧
。
六
老
僧
等
に
用
い
、
「
宗
祖
以
外
に
は
用
い
な
い
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
昭
和
版
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』
は
平
成
に
三
回
改
訂
さ
れ
、
『
宗
定
日
蓮
宗
（
M）
 
法
要
式
平
成
版
」
の
「
位
号
種
別
」
に
お
い
て
、
僧
侶
の
位
号
は
昭
和
版
と
異
な
り
「
法
師
」
・
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
・
「
大
聖
人
」
と
四
種
へ
と
変
化
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
内
容
を
み
る
と
、
・
上
人
「
教
師
。
尼
僧
は
「
法
尼
」
と
称
す
る
も
可
」
・
聖
人
「
六
老
僧
・
派
祖
に
用
い
る
」
・
大
聖
人
「
宗
祖
以
外
に
用
い
な
い
」
と
、
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
・
「
大
聖
人
」
に
つ
い
て
少
し
く
内
容
も
変
化
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
現
代
に
お
い
て
一
応
区
別
さ
れ
て
い
る
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
号
に
つ
い
て
、
近
世
日
蓮
系
檀
林
の
通
規
を
み
る
と
僧
侶
の
「
尊
称
」
に
つ
い
て
、
古
檀
林
の
通
規
と
し
て
、
「
下
回
部
」
は
全
部
之
れ
を
「
沙
弥
」
と
名
つ
け
、
大
部
の
中
に
於
て
も
玄
義
部
徒
は
「
法
師
」
、
又
は
「
本
化
の
沙
門
」
、
或
は
単
に
「
大
部
」
と
も
称
せ
り
、
文
句
上
座
の
両
部
を
ば
「
大
徳
」
と
云
ひ
、
玄
能
に
至
り
て
始
め
て
「
上
人
」
と
尊
称
せ
り
、
若
し
各
部
の
学
侶
死
去
せ
る
時
は
其
部
に
従
て
下
回
部
及
玄
義
部
住
込
は
「
沙
弥
」
及
「
法
師
」
を
、
玄
・
上
人
聖
人
一
般
的
に
は
遠
慮
す
べ
き
で
あ
る
」
大
聖
人
文
・
上
座
の
三
部
の
学
徒
に
は
頭
に
「
円
寂
」
の
二
字
を
附
し
、
上
人
己
上
に
至
り
て
「
遷
化
」
の
二
字
を
冠
ら
し
む
な
り
。
（お）
と
あ
り
、
玄
能
（
檀
林
の
玄
義
部
に
お
い
て
『
法
華
玄
義
」
を
講
義
し
た
能
化
）
に
至
っ
て
「
上
人
」
の
尊
称
を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
死
去
し
た
場
合
に
は
学
徒
に
は
異
な
り
、
そ
の
冠
に
「
遷
化
」
の
二
字
を
用
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
わ
か
る
の
が
「
上
人
」
号
が
檀
林
内
に
お
い
て
決
ま
っ
た
上
座
に
位
置
す
る
者
（
玄
能
）
の
み
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
聖
人
」
号
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
つ
ま
り
「
上
人
」
号
以
上
に
、
「
聖
人
」
号
は
近
世
日
蓮
系
檀
林
内
に
お
い
て
、
「
特
別
な
尊
称
」
と
し
て
の
認
融
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
中
近
世
以
降
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
歴
代
住
職
に
「
聖
人
」
号
を
付
す
事
例
は
多
く
（幻）
確
認
さ
れ
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
五
、
聖
跡
寺
院
と
「
聖
人
」
号
寛
永
八
年
（
一
六
三
二
に
幕
府
は
新
寺
建
立
を
禁
止
し
、
翌
年
以
降
、
各
本
山
に
対
し
て
「
末
寺
帳
」
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
地
方
の
古
剃
・
名
刺
寺
院
が
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
特
定
の
宗
派
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
俗
に
い
わ
れ
る
「
本
末
制
度
」
の
濫
鰐
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
宗
派
寺
院
を
重
層
的
な
本
山
・
末
寺
の
関
係
に
置
く
こ
と
で
、
そ
の
宗
派
に
対
す
る
統
制
を
は
か
っ
た
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
ま
で
に
は
確
立
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
「
本
末
制
度
」
も
次
第
に
綻
び
ゃ
動
揺
が
み
ら
れ
る
に
従
っ
て
、
こ
の
統
制
を
補
強
す
る
形
で
一
般
寺
院
間
に
お
い
て
「
格
式
に
よ
る
差
別
の
固
定
化
」
と
「
制
度
化
」
が
促
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
最
初
は
、
僧
侶
一
個
人
の
僧
階
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
法
衣
服
（
紫
金
欄
袈
裟
な
ど
）
な
ど
の
着
用
資
格
が
、
寺
院
自
体
の
「
格
式
」
と
し
て
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
幅
を
広
げ
る
形
で
、
僧
侶
一
個
人
の
勲
功
が
認
め
ら
れ
る
も
の
一
代
限
り
に
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
一
代
聖
跡
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
寺
院
の
格
式
や
そ
の
由
緒
な
ど
に
よ
り
そ
の
寺
の
住
職
が
代
々
に
わ
た
っ
て
許
可
さ
れ
る
、
つ
ま
り
そ
の
寺
の
住
職
に
な
れ
ば
そ
の
格
式
に
応
じ
た
法
衣
の
着
用
が
（お）
認
め
ら
れ
、
紫
金
欄
に
代
表
さ
れ
る
高
位
の
着
服
が
特
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る
寺
院
を
「
永
代
聖
跡
」
と
称
す
る
の
で
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
日
蓮
宗
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
本
末
制
度
」
は
各
本
末
組
織
に
お
け
る
事
情
に
よ
っ
て
成
立
時
期
や
制
度
の
在
り
方
等
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
概
ね
室
町
期
よ
り
存
在
し
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
室
町
期
に
お
い
て
日
蓮
教
団
の
分
立
・
展
開
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
本
末
関
係
の
中
心
で
あ
る
各
本
山
が
末
寺
の
中
核
と
し
て
門
流
の
運
営
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
故
に
、
先
の
一
代
な
い
し
永
代
の
「
聖
跡
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
僧
侶
や
寺
院
は
、
他
の
寺
院
よ
り
も
一
段
格
式
の
高
い
寺
院
と
し
て
、
寺
院
同
士
は
も
と
よ
り
檀
信
徒
に
権
威
あ
る
格
式
と
し
て
顕
示
し
名
誉
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、
特
権
的
性
格
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
着
座
の
上
席
権
が
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
さ
て
、
一
般
的
な
近
世
仏
教
教
団
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
聖
跡
寺
院
に
認
め
ら
れ
た
場
合
、
本
寺
に
対
し
多
棋
の
金
子
上
納
が
義
務
（却）
付
け
ら
れ
、
住
職
交
代
の
・
度
毎
に
上
納
の
義
務
（
継
目
金
と
称
す
る
上
納
金
）
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
日
蓮
宗
事
典
』
な
ど
に
は
そ
の
事
例
と
し
て
平
賀
本
土
寺
で
は
金
拾
両
、
京
都
妙
覚
寺
末
で
は
金
三
拾
両
等
で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
京
都
本
満
寺
蔵
『
山
門
衆
徒
入
（
ω） 
永
則
」
に
は
、
聖
号
色
衣
免
許
格
一
、
聖
号
色
衣
免
許
願
来
候
節
謝
礼
金
弐
百
疋
若
為
山
勲
功
在
之
候
而
貫
主
よ
り
免
許
之
時
者
金
百
疋
並
壱
樽
本
院
江
納
之
事
と
、
「
聖
人
」
号
や
色
衣
免
許
に
は
謝
礼
と
し
て
金
二
百
疋
、
ま
た
特
に
勲
功
が
認
め
ら
れ
貫
首
よ
り
免
許
を
得
た
場
合
は
金
百
疋
並
び
に
酒
樽
一
樽
を
本
山
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
度
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
高
額
の
上
納
を
引
替
え
に
し
て
で
も
、
紫
金
欄
の
法
衣
着
用
が
許
さ
れ
る
こ
と
は
名
誉
あ
る
特
権
で
あ
り
、
現
在
で
い
う
檀
信
徒
側
よ
り
積
極
的
に
永
代
聖
跡
の
請
求
を
働
き
か
け
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
檀
信
徒
に
と
っ
て
み
れ
ば
高
額
な
上
納
義
務
は
最
終
的
に
は
自
ら
に
か
え
っ
て
く
る
に
し
ろ
、
村
落
な
ど
の
「
共
同
体
」
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
、
自
ら
の
檀
那
寺
自
体
が
、
他
者
の
檀
那
寺
よ
り
も
一
段
格
の
高
い
寺
院
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
る
こ
と
は
、
信
仰
共
同
体
に
お
け
る
「
共
有
財
産
」
と
し
て
の
名
誉
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
近
世
の
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
も
、
末
寺
の
住
職
で
法
功
著
し
い
者
に
は
、
本
寺
か
ら
一
代
聖
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
「
備
中
妙
本
寺
唱
善
院
日
惇
一
代
聖
号
免
許
」
と
「
山
城
泉
経
寺
本
妙
院
日
光
一
代
聖
号
免
許
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
4）
 
「
備
中
妙
本
寺
唱
善
院
日
停
一
代
聖
号
免
許
」
A下
回
目
備
中
妙
本
寺
院
代
唱
善
院
日
惇
今
般
同
寺
普
請
中
依
抽
格
別
丹
精
一
代
聖
号
免
許
之
旨
従
御
貫
頂
御
本
尊
御
授
奥
之
上
者
敢
而
無
疑
滞
者
也
天
保
十
亥
年
二
月
唱
善
院
日
惇
聖
人 四
海
唱
導評
定
（
印
）
「
山
城
泉
経
寺
本
妙
院
日
光
一
代
聖
号
免
許
」
添
書
一
山
城
州
伏
見
口
綱
山
泉
経
寺
廿
五
世
本
妙
院
日
光
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
一世！
今
般
令
免
許
一
代
聖
競
従
貫
頂
為
支
誼
授
奥
之
本
尊
於
有
之
者
敢
而
無
疑
滞
者
也
四
海
唱
導
評
定
（印）
天
保
四
巳
年
四
月
泉
経
寺
日
光
聖
人
こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
両
寺
の
本
寺
で
あ
る
京
都
妙
顕
寺
（
四
海
唱
導
）
が
、
当
時
の
両
寺
住
職
が
格
別
の
丹
精
の
功
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
一
代
に
限
り
「
聖
跡
」
と
し
て
認
め
る
と
あ
る
。
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
点
は
一
代
聖
跡
が
認
め
ら
れ
た
両
人
に
対
し
「
聖
人
」
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
に
お
け
る
他
宗
門
の
聖
跡
寺
院
と
は
異
な
り
、
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
は
聖
跡
と
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
れ
に
相
当
す
る
衣
・
袈
裟
の
着
用
が
許
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
「
聖
人
号
」
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
寺
院
の
格
式
や
そ
の
由
緒
な
ど
の
格
式
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
た
「
永
代
聖
跡
」
は
、
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
は
そ
の
寺
の
住
職
が
代
々
に
わ
た
っ
て
「
聖
人
号
」
を
得
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
紫
金
欄
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
高
位
の
着
服
が
認
め
ら
れ
、
幕
府
の
定
め
た
聖
跡
寺
院
と
は
異
な
る
付
加
価
値
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
左
記
の
資
料
に
あ
る
埼
玉
実
相
寺
永
代
聖
跡
補
任
状
に
み
え
、
（幻）
「
実
相
寺
永
代
聖
跡
補
任
状
」
補
任
武
州
足
立
郡
平
柳
之
内
領
家
村
法
華
堂
嚢
昔
第
三
祖
日
祐
聖
人
貞
治
年
中
弘
通
之
御
御
建
立
也
厭
后
日
通
聖
人
明
徳
二
年
辛
未
蓋
二
月
於
同
園
淵
江
領
平
柳
領
之
内
創
一
寺
競
本
畳
山
賓
相
寺
時
之
導
師
第
四
祖
日
尊
聖
人
也
今
般
以
件
之
由
緒
永
代
聖
跡
免
許
之
而
己
永
不
可
有
遠
戻
在
也
補
任
状
伺
而
如
件
享
保
十
一
丙
午
杷
孟
冬
下
涜
三
葉
法
華
堂
本
質
山
｛
貫
相
寺
第
十
七
世
遠
持
院
日
昌
聖
人
埼
玉
実
相
寺
が
中
山
門
流
の
第
三
祖
日
祐
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
り
、
第
四
祖
の
日
尊
が
実
相
寺
創
建
の
導
師
を
つ
と
め
た
由
緒
よ
り
永
代
聖
跡
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
由
緒
や
格
式
が
認
め
ら
れ
る
と
本
寺
よ
り
「
聖
跡
」
と
し
て
の
許
可
が
下
り
、
「
聖
人
号
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
正
中
山
六
十
二
停
法
日
領
（
花
押
）
六
、
む
す
び
に
か
え
て
以
上
、
雑
ぱ
く
で
は
あ
る
が
僧
侶
の
尊
称
、
特
に
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
号
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
ヨ王
な
思
想
背
景
を
持
ち
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
少
し
く
考
察
し
た
。
日
本
仏
教
に
お
い
て
「
上
人
」
と
「
聖
人
」
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
共
に
「
有
徳
の
者
」
と
さ
れ
る
が
、
諸
経
典
な
ど
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
実
は
明
確
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
意
味
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
本
論
で
は
特
に
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
号
に
つ
い
て
、
宗
祖
日
蓮
の
「
聖
人
」
観
を
日
蓮
遺
文
か
ら
紐
解
き
つ
つ
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
「
聖
人
（
し
よ
う
に
ん
こ
で
あ
り
、
賢
人
な
ど
を
意
味
す
る
も
の
な
ど
は
同
じ
文
字
を
使
用
し
な
が
ら
「
聖
人
（
せ
い
じ
ん
こ
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
使
用
例
に
は
大
き
な
区
別
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
祖
日
蓮
の
教
学
思
想
を
継
承
し
、
日
蓮
滅
後
の
弟
子
ら
は
日
蓮
に
は
「
聖
人
」
、
そ
れ
以
外
は
「
上
人
」
と
記
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
の
考
察
に
よ
り
、
時
代
の
流
れ
や
日
蓮
教
団
の
分
裂
な
ど
に
伴
ぃ
、
日
蓮
を
「
聖
人
」
と
称
す
る
事
を
理
由
と
し
て
「
聖
人
」
が
上
位
に
あ
り
、
「
本
末
関
係
」
の
形
成
に
よ
る
聖
跡
寺
院
の
発
生
な
ど
を
根
幹
と
し
て
「
聖
人
」
の
使
用
こ
そ
が
高
位
の
法
衣
着
衣
と
同
等
以
上
の
栄
誉
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
「
上
人
」
と
「
聖
人
」
号
の
使
用
に
つ
い
て
、
語
弊
を
怖
れ
ず
い
う
な
れ
ば
「
聖
人
」
号
に
対
し
て
の
意
味
・
音
笠
義
付
け
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
（
H
H）
 
と
い
え
、
聖
跡
と
聖
人
号
に
よ
り
、
日
本
仏
教
各
宗
派
に
お
け
る
「
聖
人
」
・
「
上
人
」
号
の
受
容
と
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
そ
れ
は
少
し
く
異
な
り
を
み
せ
る
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
註（
1）
 
僧
位
・
僧
階
に
つ
い
て
の
論
考
は
多
く
確
認
で
き
る
。
特
に
「
上
人
」
・
「
聖
人
」
号
に
つ
い
て
の
者
を
管
見
な
が
ら
確
認
す
る
と
、
古
賀
克
彦
「
【
研
究
ノ
l
ト
】
時
衆
四
条
道
場
金
蓮
寺
歴
代
浄
阿
の
上
人
号
に
つ
い
て
」
（
「
寺
社
と
民
衆
』
一
号
、
民
衆
宗
教
史
研
究
会
、
二
O
O
五
年
）
、
小
武
正
教
「
「
聖
人
」
と
「
上
人
」
に
つ
い
て
考
え
る
・
「
親
驚
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
に
つ
い
て
の
消
息
」
の
「
源
空
聖
人
」
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
三
八
号
、
龍
谷
大
学
大
学
院
真
宗
研
究
会
、
二
O
O
六
年
）
、
林
譲
「
史
料
紹
介
『
薩
戒
記
』
嘉
吉
三
年
六
月
条
抜
粋
上
人
号
勅
許
と
そ
の
文
書
に
関
連
し
て
」
（
『
時
宗
文
化
』
二
O
号
、
時
宗
文
化
研
究
所
、
二
O
O
九
年
）
、
佐
藤
博
信
「
安
一
房
妙
本
寺
門
流
に
み
る
上
人
権
の
実
態
一
特
に
長
茶
羅
本
尊
・
上
人
号
・
日
文
字
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
興
風
』
二
六
号
、
輿
風
談
所
、
二
O
一
四
年
）
、
今
成
元
昭
「
「
聖
」
「
聖
人
」
「
上
人
」
の
称
に
つ
い
て
一
古
代
の
仏
教
説
話
集
か
ら
」
（
『仏
教
文
学
総
論
』
第
一
巻
、
法
蔵
館
、
二
O
一
五
年
）
な
ど
枚
挙
に
暇
宝
E
、．0
、
カ
右
U
2 
大
正
蔵
、
八
巻
三
四
二
頁
b
3 
大
正
蔵
、
二
巻
七
六
三
頁
a
4 
明
治
八
年
刊
『
再
刻
釈
氏
要
覧
全
』
（
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
5 
『
故
事
類
苑
』
宗
教
部
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）
七
二
九
j
七
三
一
頁
6 
大
正
蔵
、
一
二
巻
六
七
五
頁
b
7
）
 
大
正
蔵
、
八
巻
七
五
三
頁
b
8 
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
三
巻
、
二
七
四
八
頁
（
9
）
 
大
正
蔵
、
三
三
巻
七
二
人
頁
a
10 
明
治
。
年
刊
真
刀て
必
携
考
信
録
身
延
山
大
非4
寸ー
附
属
図
書
館
所
蔵
11 
今
回
引
用
す
る
日
蓮
遺
文
は
そ
の
内
容
に
従
い
、
編
年
体
日
蓮
遺
文
集
で
あ
る
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
収
録
順
に
沿
っ
た
。
（ロ）
日
蓮
遺
文
中
に
お
い
て
「
聖
人
」
と
記
し
「
す
み
ざ
け
」
と
読
む
部
分
が
あ
る
（
『
上
野
殿
御
返
事
』
、
『上
野
尼
御
前
御
返
事
』
な
ど
）
。
今
成
元
昭
氏
は
『仏
教
文
学
総
論
』
第
一
巻
（
法
蔵
館
、
二
O
一
五
年
）
＝
二
頁
に
お
い
て
『万
葉
集
』
巻
三
の
、
例
の
大
伴
旅
人
の
讃
酒
歌
の
中
に
、
「
酒
名
乎
聖
跡
負
師
古
昔
大
聖
之
言
乃
宜
左
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
貌
の
太
祖
の
禁
酒
令
を
破
っ
た
徐
避
が
、
清
酒
を
聖
人
、
濁
酒
を
賢
人
と
称
し
て
罪
を
免
れ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
で
、
酒
が
「
聖
」
、
徐
濯
が
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
最
大
級
の
尊
称
を
以
て
「
大
聖
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
記
し
て
い
る
。
日
蓮
は
晩
年
、
夏
は
高
温
多
湿
で
あ
り
冬
は
厳
寒
の
身
延
山
に
て
生
活
し
た
。
冬
の
寒
さ
に
酒
（
「
聖
人
〈
す
み
ざ
け
〉
」
と
記
し
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
→＝ 
ノl
あ
り
）
を
飲
ん
で
暖
を
と
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
遺
文
（
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
）
よ
り
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
日
蓮
も
ま
た
こ
の
故
事
に
あ
る
よ
う
に
「
聖
人
」
と
記
し
「
す
み
ざ
け
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
（日）
昭
和
定
本
、
二
一
四
頁
（日）
昭
和
定
本
、
八
二
六
頁
（日）
昭
和
定
本
、
一三
O
三
頁
（凶）
昭
和
定
本
、
六
四
六
頁
（げ）
昭
和
定
本
、
一
二
六
二
頁
（国）
こ
の
点
に
対
し
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
で
は
、
日
蓮
は
こ
れ
ら
の
「
聖
人
」
は
法
華
経
の
力
に
よ
っ
て
国
土
を
守
護
す
る
人
と
見
な
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（川口）
昭
和
定
本
、
二
一
O
頁
（却）
昭
和
定
本
、
八
四
二
頁
（幻）
昭
和
定
本
、
八
四
三
頁
（辺）
昭
和
定
本
、
四
五
五
頁
（お）
一三
O
人
頁
昭
和
定
本
、
（
μ）
 
昭
和
定
本
、
一
六
六
人
頁
25 
日
蓮
の
「
聖
人
」
「
如
来
使
」
観
や
日
蓮
の
「
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
」
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
、
間
宮
啓
壬
氏
・
山
上
弘
道
氏
な
ど
に
よ
り
論
争
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
諸
氏
の
関
係
論
文
の
一
端
を
記
せ
ば
－
間
宮
「
「
愚
者
」
と
「
智
人
」
日
蓮
に
お
け
る
「
師
」
自
覚
の
構
造
｜
」（
『
宗
教
研
究
』
第
七
三
巻
第
三
輯
、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
九
九
年
）
間
宮
「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
再
検
討
」
（
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
二
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
O
O
八
年
）
・
山
上
「
宗
祖
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
｜
間
宮
氏
の
所
見
に
対
す
る
批
判
」
（
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
三
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
O
O九
年
）
－
間
宮
「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
菩
薩
を
論
ず
山
上
氏
の
批
判
を
う
け
て
」
（
「
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
五
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
O
一
三
年
）
・
山
上
「
間
宮
啓
壬
氏
の
論
孜
「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
菩
薩
を
論
ず
｜
山
上
氏
の
批
判
を
、
つ
け
て
｜
」
へ
の
感
想
」
（
『
興
風
』
第
二
六
号
、
輿
風
談
所
、
二
O
一
四
年
）
間
宮
「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
、
再
々
考
」
（
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
十
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
O
一
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（お）
昭
和
定
本
、
一
O
五
三
頁
（幻）
読
み
に
関
し
て
は
様
々
な
見
解
が
存
在
す
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
読
み
仮
名
の
付
し
て
あ
る
日
蓮
遺
文
集
諸
本
を
み
る
と
「
聖
人
」
の
多
く
を
「
し
よ
う
に
ん
」
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
（
『平
成
新
修
日
蓮
聖
人
選
文
集
』
な
ど
）
本
来
は
同
字
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
よ
り
「
読
み
」
を
分
け
ら
れ
て
お
り
、
日
蓮
遺
文
の
注
釈
書
諸
本
に
お
い
て
も
、
同
様
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
28 
弟
子
檀
越
な
ど
に
「
上
人
」
を
付
し
て
い
る
例
と
し
て
『
妙
密
上
人
御
消
息
』
（
昭
和
定
本
、
一
一
六
二
頁
〈
写
本
遺
文
〉
）
『
乗
明
上
人
御
返
事
』
（
昭
和
定
本
、
一
六
五
二
頁
〈
真
蹟
現
存
〉
）
『
光
目
上
人
御
返
事
」
（
昭
和
定
本
、
一
八
七
六
頁
〈
曾
存
遺
文
〉
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（m
）
弟
子
檀
越
な
ど
に
「
聖
人
」
を
付
し
て
い
る
例
と
し
て
『
日
妙
聖
人
御
書
」
（
昭
和
定
本
、
六
四
一
頁
〈
断
片
現
存
〉
）
『
乗
明
聖
人
御
返
事
』
（昭
和
定
本
、
ご
ニ
O
O頁
〈
真
蹟
現
存
〉
）
、
『
石
本
日
仲
聖
人
御
返
事
』
（
昭
和
定
本
、
一
三
九
人
頁
〈
写
本
遺
文
〉
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
プL
ζコ
（鈎）
渡
遁
賀
陽
監
修
『
全
篇
解
説
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
佼
成
出
版
社
、
二
O
一
七
年
）
三
O
八
1
三
O
九
頁
31 
六
老
僧
の
白
蓮
阿
閣
梨
日
興
も
『
排
阿
閤
梨
御
返
事
』
な
ど
に
お
い
て
「
法
主
聖
人
」
と
日
蓮
を
尊
称
し
て
い
る
（
『
日
興
上
人
全
集
』
一
一
一
一
一
五
頁
）
。
（幻）
日
蓮
自
身
も
『
瀧
泉
寺
申
状
』
一
通
の
み
で
は
あ
る
が
、
こ
の
中
に
お
い
て
「
法
主
聖
人
」
と
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
庵
谷
行
亨
氏
は
そ
の
著
書
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
調
』
（
山
喜
房
例
書
林
、
二
O
一
人
年
）
三
四
頁
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
は
「
日
蓮
聖
人
」
「
法
主
聖
人
」
「
聖
人
」
の
文
字
を
表
記
す
る
た
び
に
、
次
行
の
冒
頭
か
ら
書
く
と
い
う
平
出
の
書
式
を
た
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
式
は
お
そ
ら
く
日
秀
・
日
弁
等
の
下
書
文
に
立
脚
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
日
蓮
聖
人
は
そ
の
ま
ま
依
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
、
法
華
信
仰
者
集
団
の
指
導
者
と
し
て
の
強
い
意
識
の
な
か
で
、
陳
状
を
加
筆
訂
正
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
識
が
弟
子
の
「
法
主
聖
人
」
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
依
用
す
る
気
持
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
述
べ
、
こ
の
点
に
関
し
て
間
宮
啓
壬
氏
は
「
日
廷
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
、
再
々
考
」
（
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
十
号
、
常
円
寺
田
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
O
一
九
年
）
に
お
い
て
、
庵
谷
行
亨
氏
は
、
た
と
え
み
ず
か
ら
は
使
用
し
な
い
呼
称
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
門
弟
ら
が
現
に
そ
れ
を
使
用
し
て
お
り
、
門
弟
ら
に
対
す
る
自
分
自
身
の
位
置
づ
け
と
も
阻
僻
を
き
た
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
日
蓮
は
門
弟
ら
の
使
用
そ
の
ま
ま
に
「
法
主
聖
人
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
33 
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』
「
法
号
種
別
」
（
日
蓮
宗
、
一
九
九
三
年
第
二
十
版
）
三
四
六
1
三
四
七
頁
34 
2
一
小
定
日
蓮
宗
法
要
式
平
成
版
』
「
位
号
種
別
」
（
日
蓮
宗
、
二
O
O
二
年
改
訂
初
版
）
三
九
三
1
三
九
四
頁
（お）
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
刊
行
会
編
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
（
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
刊
行
会
、
一
九
八
三
）
五
一
頁
。
こ
こ
に
参
考
と
し
て
近
世
日
蓮
系
諸
檀
林
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
同
書
に
記
さ
れ
る
も
の
を
少
し
く
紹
介
す
る
。
（
下
回
部
）
一
、
名
目
部
・
：
・
西
谷
名
目
二
、
四
教
儀
部
：
・
諦
観
四
教
儀
（
諦
観
録
）
三
、
集
解
部
・
：
：
四
教
義
集
解
（
従
義
集
解
）
、
四
教
義
集
註
（
蒙
潤
集
註
）
四
、
観
心
部
：
：
：
金
鉾
論
、
顕
性
録
、
十
不
二
門
、
文
心
解
大
告E
五
、
玄
義
部
：
・
玄
義
、
釈
簸
六
、
文
句
部
：
：
：
文
句
、
文
句
記
（
妙
楽
記
）
七
、
止
観
部
・
・
・
摩
詞
止
観
、
輔
行
入
、
御
書
科
：
：
：
録
内
・
録
外
、
章
疏
諸
宗
同
異
研
究
（お）
教
授
任
期
を
終
え
た
玄
能
は
檀
林
の
化
主
（
学
長
な
ど
に
該
当
）
に
招
か
れ
る
か
、
も
し
く
は
中
本
寺
以
上
の
寺
院
、
ま
た
は
本
山
各
寺
院
へ
と
晋
山
す
る
資
格
を
有
し
て
、
同
時
に
「
上
人
」
号
の
使
用
が
許
可
さ
れ
た
（
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
刊
行
会
編
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
、
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
五
二
1
五
三
頁
）
。
37 
各
本
山
や
「
触
頭
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
中
本
山
な
ど
の
歴
代
廟
を
確
認
す
る
と
、
歴
代
住
職
の
尊
称
に
「
聖
人
」
が
確
認
さ
れ
る
事
例
は
多
ぃ
。
ま
た
一
般
寺
院
の
歴
代
廟
に
お
い
て
も
「
聖
人
」
と
「
上
人
」
が
混
交
さ
れ
て
い
る
場
合
も
存
在
す
る
（
論
者
、
日
蓮
宗
寺
院
調
査
に
よ
る
）
。
（お）
「
一
代
聖
跡
」
・
「
永
代
聖
跡
」
に
つ
い
て
僧
侶
の
勲
功
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
刊
行
会
編
『諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
に
依
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
も
「
学
歴
」
が
晋
山
寺
格
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
。
同
書
「
五
、
学
歴
と
晋
山
」
（
一
九
八
三
年
、
五
三
頁
）
に
依
れ
ば
、
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」
「
上
人
」
号
に
関
す
る
研
究
学
歴
と
晋
山
寺
格
と
は
尤
も
密
接
の
関
係
を
有
し
、
文
句
部
巳
下
の
学
生
は
「
平
僧
寺
住
職
」
上
座
己
上
は
「
一
代
聖
跡
寺
住
職
」
玄
能
己
上
は
「
永
聖
寺
住
職
」
と
定
め
ら
れ
た
り
、
而
し
て
能
化
職
満
功
の
後
は
、
各
自
該
所
属
法
縁
の
本
山
へ
雄
飛
視
策
す
る
こ
と
を
得
、
其
の
晋
山
順
次
も
始
め
は
人
物
中
心
な
り
し
が
後
に
至
り
て
は
勤
席
元
依
席
の
精
勤
者
中
よ
り
次
第
に
晋
山
す
る
の
制
を
見
る
に
至
れ
り
。
と
あ
り
、
学
歴
と
晋
山
寺
院
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。
（ぬ）
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』
（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一
年
）
四
五
三
頁
b
（羽）
京
都
本
満
寺
所
蔵
（但）
岡
山
妙
本
寺
所
蔵
（必）
岡
山
妙
本
寺
所
蔵
（必）
埼
玉
実
相
寺
所
蔵
（似）
明
治
二
O
年
刊
『
真
宗
必
携
考
信
録
』
（
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
（
略
称
一
覧
）
大
正
蔵
：
：
：
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
（
大
正
一
切
経
刊
行
会
）
昭
和
定
本
・
・
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
身
延
山
久
遠
寺
）
